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2月28日プログラム 3月7日プログラム

時間 内容

13:30開会挨拶

～13:35前回のまとめ

～13:40中央運動公園について

～14:10ブレインストーミング＆KJ法

～14:20発表

～14:30再作成

～14:40発表（２回目）

～14:50ギャラリーウォーク

～14:55まとめ

～15:00閉会挨拶

時間 内容

13:30開会挨拶

～13:40

公園本来の役割と本市の現状
について
ワークショップの目的や経緯
中央運動公園を取り巻く状況
小学生対象アンケートの結果
市民祭りにおける投票の結果

～13:45ワークショップの内容説明

～13:55アイスブレイク

～14:40

トークカフェ：カフェのよう
なリラックスした雰囲気の中
で、参加者同士が特定のテー
マについて気軽に語り合う
（トーク）対話型のワーク
ショップ形式

トークテーマ
あなたが使う公園がどう変
わったら嬉しい？

小テーマ
公園に必要なもの、不要なも
の
公園での理想の過ごし方
公園利用のルールやマナーに
ついて
今の公園に対する不満につい
て
公園でやりたい活動について
自分が行き続けたい公園って
どんな公園？

～14:50発表

～14:55まとめ

～15:00次回の内容説明、閉会挨拶

【ワークショップの目的】
昨今、公園においては「少子高齢化社会」や「こどもまんなか社会」といった社会情勢

の中で、「健康遊具」や「インクルーシブ遊具」といった様々なキーワードが注目されて
います。
その中で、本市では昭和50年ごろから存在する公園もあり、歴史が長く、老朽化が進ん

でいることから、これからの時代や新たな需要に合わせ、より魅力的な公園づくりに取り
組むこととしています。今回は、本市が公園の改修や整備を進めていくうえで、皆様の意
見やアイデアを取り入れ、時代ニーズに沿った魅力的な公園づくりにつなげていくことを
目的に、ワークショップを開催しました。

【1日目：令和8年2月28日㈯ 参加者：15名】
公園の役割や本市の現状について説明しました。また、ワークショップの目的や経緯、

中央運動公園の状況、令和7年度に実施したアンケートや市民祭りで実施した投票の結果
を紹介しました。
その後、トークカフェ形式にて「あなたが使う公園がどう変わったら嬉しい？」という
トークテーマのもと、グループ毎に活発な意見を出していただきました。

【2日目：令和8年3月7日㈯ 参加者：21名】
中央運動公園（野々島）の現状について市より説明し、「選ばれる公園の実現」に向け

て、グループごとにどんな公園にしたいかの「コンセプト」と「公園に欲しい要素」につ
いての意見を交わし、まとめていただきました。

【まとめ】
今回のワークショップでは、世代を超えた多くの市民の皆様にご参加いただき、これか

らの公園づくりに対する非常に熱意あるご意見を多数いただきました。
また、皆様の「公園をこう変えたい」「公園はこんな場所であってほしい」という切実

な想いや着眼点は、本市にとっても大変貴重な気づきとなりました。
今後は、皆様からいただいた様々な視点や、安全性や管理面といった現実的な視点等も

含めて、一つひとつ向き合いながら、地元に愛される「みんな行きたい！公園」の実現に
向けて着実に進めてまいります。



あなたが使う公園がどう変わったら嬉しい？

1 班
〇公園に必要なもの
トイレ、水場（手、足洗い）、日陰、ベンチ（日よけ）、うんてい
（高さいろいろ）、休憩できる足場、バスケゴール、サッカーゴー
ル、食事ができるところ、キャッチボール（ボールが出ていかな
い）、ブランコ、鉄棒、丘（中央公園）、きれいな砂場、長い滑り
台（大人も使える）、木（季節を感じる）、クローバーや芝生、複
合遊具、ルール（制限することを少なく）、児童館、管理施設（人
がある）、防犯カメラ、キッチンカーの駄菓子屋さん

〇理想の過ごし方
・テントの下でゲームをする→外で子供が集まることができる場所
・自由にゆったり過ごす（リフレッシュ）
・遊具で健康に
・犬を連れても安心して行ける（犬用のトイレ、水場）

〇公園利用のルールについて
・禁止事項は少なく、ボール遊び→やわらかいボールならOKとか詳
しく書く
・みんなが楽しく遊べるように
・～ができる公園（禁止ではなく「できること」をルールに書く）
・日本語以外の表記で、子供たちが（ルールを）考える場をつくる

〇公園に対する不満
・公園の管理→自治会で管理すると管理への参加・不参加によって
利用に気を使う人もいるため、市が管理してほしい
・トイレが汚い、駐車場から公園をずっと見てる人がいるのが不安
なので、位置を考えて作ってほしい

〇公園でやりたい活動（イベント）
移動遊園地、動物園、キッチンカー、運動のイベント（走り方教室
など）、みんなで楽しく遊ぶ（鬼ごっこ）

〇その他
・現状を知ることが必要（何人の人が利用しているかなど）

まとめ
・安心・安全に過ごせることが重要
・大まかなルールではなく、細かくルールを決め、子供たちが自由に
遊べるようにする
・犬を連れている人も自由に利用でき、犬を飼っている人たちのコ
ミュニティの場になってほしい。また、ほかの人が気を使わなくてい
いように犬用の施設（水飲み場、洗い場）の設置をする
・地面がすべて砂だと夏はかなり熱いため、クローバーや芝生にする
ことで地面からの熱を緩和したり、子供が裸足で遊べたりする 日よ
けを作って保護者も暑さ対策ができたらよい



あなたが使う公園がどう変わったら嬉しい？

2 班
・トイレを美しく
・シェルターがある（遠くにしかないため駐車場が必要）
・犬と散歩したい→スポーツしている人への迷惑がないように
・元気の森がお気に入り→子供から大人まで遊べる
・見通しが良くて安心・安全
・春には桜が
・ルールやマナーが守られている
・よく管理されている
・高齢者・大人の健康のための遊び場があってもよい
・公園によって目的を分ける
・公園の中でも区分けして使えたらよい
・遊具が壊れている→テープでぐるぐる巻き
・テニスなど壁あて（練習とか一人でも遊べる）
・妙泉寺公園が近いけど、規制は厳しい
・ペットと使うときのルール、マナー守られたら良い（飼い主から
見て）→交流の場、そういう活動をしたい
・憩いの場であってほしい
・自転車の練習やボール遊びを公園でやってもよい（どこができる
場所か宣伝）
・球技できる場所の取り合い（中学生、高校生）
→夜の騒音でなくなった 何時までとかのルール
・ボールがダメ、自転車の乗り入れがダメだけだと小さい子の練習
とかもダメかなと思ってしまう 全部だめ？→ルール作り
・木が手入れされている、街灯がある→安心・安全→過ごしやすい
・空が見える 明るいほうが良い、明るいと夜のたまり場になる
・ぜひ健康器具も→広いところでヨガ
・子供中心だけど高齢者にもやさしく
・遊具でいうと子供の遊具は熱い→素材への配慮が必要
・子供が安全に遊べていると親も身体を動かせる
・遊具のバランスと大人の健康 人間だけじゃない
・子供の遊具（遊び）と高齢者の健康のバランス
・公園の維持のどれくらいお金がかかっているのか
・中央公園はどこ（どの地域）からも入りにくい、駐車場もどこか
わかりにくい
・地域のOB・OGの方がきれいにしてくれる（くろいし公園）
・中央公園だけでなく地域公園にも予算を
・企業ネームを公園ネームに入れたら？

まとめ
・子供の遊ぶ場所であるのはもちろん、高齢者も利用できるような場
所にする
・子供ための遊び場と高齢者の健康活動の場のバランスが取れている
ことが重要
・夏の日差しで遊具が熱くなって使えないこともあるため、熱くなり
にくく冷えにくいような素材でできている遊具があればよい
・ボール遊び、自転車の乗り入れ禁止となるとどこまでがダメなのか
基準がわからないため、わかりやすいルール作りが必要



あなたが使う公園がどう変わったら嬉しい？

3 班
・ブランコがあったらよい（鉄棒しかない、下が錆びている）
・ウォーキングの道幅が狭い、舗装
・Wi-Fiがほしい ウェアラブル端末で公園を利用したときにポイン
トをもらえるような機能→参加促進
・遊具が制限
・ボール遊びは危険なため禁止されている（大人の理由）音の問題、
ボールが人の敷地に入った場合の問題→ボール遊びできる時間を決め
る
・子供の遊び場所が少なくなっている
・犬の散歩と子供の遊び場のエリア分け（少し大きめの公園）
・犬が木や電灯にマーキング→錆び、腐りの原因→地面から30cmぐら
いをコンクリ等で影響がないようにする
・田舎には公園が全くない
・放置された竹林→散歩道や休憩所に
・駐車場があったら行きやすくなるが、管理の問題も発生
・高齢者や妊娠中で車の運転をしない人のために身近な場所に公園を
・暑さをしのげる場所がないため夏に遊べない
・災害用の施設
・市外の人向けの公園ではなく市内の人に向けた公園に
・市の中心側に公園がない（スポーツやボール遊びをするなら広さが
必要なため市役所の横などにあったらよい）
・ペットを飼っている人は災害時避難所に入ることができない→公園
の駐車場を避難場所として利用
・平常時はキャンピングカーや自家用車でのキャンプをできるように
解放、利用料として代金を徴収し維持管理費にまわす
・平常時と災害時の利用の二面性を持たせる
・いろいろな植物を見ることができるような場所（勉強にもなる）
・水場があると夏は子供の遊び場になるし、水があることによって夏
は涼しくなる
・公園のトイレが暗くて汚い 和式便所で使いづらい
・20～30年後を見越した維持管理
・AIを使って管理できるように 情報を各々が入れられる 情報の
データ化→今よりも少子高齢化 車いすでも入れる
・最低限のルールを記載した看板の設置 注意もしやすくなる
・多国籍化のためピクトグラムで書かれているもの
・公園は安全に 防犯カメラ、明かりを増やす 放置されている藪は
撤去
・同じ場所でいろいろなスポーツをすると気を遣う

まとめ
・公園の駐車場を、平常時と災害時での利用を考え、平常時は誰でも利用
できるキャンプ場として開放し、災害時はペットを飼っている方でも利用
できる避難場所として開放する
・公園を利用したときにポイントをもらえるような機能があれば、公園を
利用する人が増えるのではないか
・20～30年後を見越した公園の運営・維持管理を考え、AIを使って情報の
データ化を行う
・最低限のルールを記載した看板が必要 多国籍化が進んでいるためピク
トグラムでどの国の人でもわかるように



中央運動公園に欲しい要素とコンセプト

1 班 コンセプト 誰もが楽しめる公園

サブテーマ
・健康とつながりが循環する日常に溶け込む運動公園

・成長し続ける公園

・作りっぱなしでなく、完成後１年、３～５年で改装できるように

・合志市の公園を今後、公園の機能を分担してはどうか、未来に向けての計画

・いろんな世代の人が集う、健康と人々の交流の拠点となる公園、インクルーシブ遊具

・時間帯ごとに、場所ごとに楽しめる公園

・地域のみんなで育てていく公園

・気がついたら週５日来ていた！みたいな公園

・日常的に通える公園

・健康を軸に多世代が自然に集まり、日常的に通える公園

公園に欲しい要素

ウォーキング散歩コース
・散歩コースを充実（追い越し車線がある散歩コース等）

・遊歩道

・散歩コースの周りにウォーキングコース（一方通行）

多目的利用
・ペットとの共生ができる公園、ドッグラン場（放し飼いができる）

・野球場（平日、昼間の利用）

・シンボル
・花壇を地域の人に任せてみる

・シンボルとして築山（差別化）

・アイストップ（看板、目を引くもの）

防災の拠点となる公園
・BIM/CIM

・Wi-Fi

・防災広場としても活用できる公園

・噴水のある水飲み場

・一区画が広い駐車場（トラック、キャンピングカーもOK）

・マンホールトイレ

・夏にドライ型ミストのある公園

・ソーラー発電につながる充電器

・かまどベンチ

きれいで清潔なトイレ、バリアフリー化
・もっとトイレを清潔にしてほしい

・園路やトイレなどバリアフリー化してある公園がほしい

欲しい遊具・設備
・スケートパーク、ボルダリング

・夏に花火ができる公園

・日陰を作りいこえる場所

・遊具を増やしてほしい（ターザンロープ、健康遊具）

感想や所見
・未来の人に誇れる公園になれ！
・未来をどれだけ予測できるかわからない、でも合志に住む人が幸せになる
公園が作れることを願います
・いつでもみんなが全力で遊ぶことができる公園になってほしい
・数多い意見が出ました、これらの提案が合志市にある公園にも定時活用し
てほしい
・未来の子供も楽しめる公園であってほしい
・みんなで楽しく遊べる公園
・地域の人々の健康と安全を守れる公園



中央運動公園に欲しい要素とコンセプト

2 班 コンセプト みんなが楽しくなるわくわく公園

公園に欲しい要素

ウォーキング
歩行者や散歩コースとジョギングコースの分別がある

杖、ポール・ジョギング・自転車のレーンが分かれている

掲示板
掲示板など情報共有ができるスペースがある（※画びょうが心配）

掲示板のカバー（アクリル板）があるとよい

防犯
監視カメラの設置で不審者、不審車の警備が整っている

防犯カメラがある駐車場

駐車場など見通しが良いこと

安心・安全

ペット
犬などのペットのマーキング（トイレ）があるところとの差別化がある（犬が入れる場

所を決める）、ドッグラン、犬の散歩のマナー（トイレ）

施設、看板
避難設備が整っている施設(仮設所(テント)が建てられる、お風呂、火器(食事できる)、

情報共有ができるもの

ピクトグラムを使った看板（ルール）

健康的な遊具、健康遊具（子供のストレス発散、高齢者向け遊具）

アスレチック複合遊具

姿勢が良くなる遊具

自然
草スキー、花壇や植物

憩いの場、芝生広場（農業公園との区分）

芝生いらない（農薬使うなら）、クローバーほしい

芝生に寝転がることができる

遊具
うんてい、ターザンロープ、鉄棒、ジャングルジム、ここにしかない遊具、ブランコ、

長い、大きい滑り台、砂場、バスケ、サッカーのゴール、遊具のキッチンカー

休憩できる場所
涼しい場所、（休める）ベンチ、テントが使える場所、日陰でゲームができるところ

ボール遊び
一人で玉スポーツ（球技）（壁打ち）野球、テニス他

球技（一人で遊べる）透明な壁

グラウンド（小、中学校グラウンド利用×）

時間にとらわれずに自由に使える

トイレ
きれいなトイレ、身障者の方や高齢者の方が使いやすいトイレ、明るいトイレ、防犯カ

メラのあるトイレ、衛生的、自由に

感想や所見
・健康増進できること、体を動かすこと/笑顔になる
・一人一人が共有物/場をマナーを守り使用すること
・マナー、ルール化すべきこと、安全であること の共有化、横のつながり
・誰でも（みんな）、憩いの場
・トラブルがない公園づくり
・長時間過ごせる公園
・楽しく遊べる
・楽しく遊べる公園



中央運動公園に欲しい要素とコンセプト

3 班 コンセプト 合志インクルーシブパーク

公園に欲しい要素

建物
管理事務所（カフェ、シャワー付き更衣室、授乳室、パークセンター）

ステージ（イベント時に利用できる）

体育館（予約制 例：泉ヶ丘体育館みたいにABで分ける）、ホテル、マンション

物産館（お弁当やお菓子、その土地の物など）で購入してその公園で食べれる場所

高速道路の車やJCTが見れる展望台（阿蘇山などの山の名前の地図もあるとよい）

弁天とつながってほしい、信号なしで弁天行きたい、横断歩道なしで行き来できる

プールと温泉、休憩所（大きなベンチ、テーブル）、図書館、水族館、災害時の避難場所

駐車場が近い（近すぎても盗撮されるのでそこは配慮が必要）

ルール
園内にゴミ箱は置かない、清潔、美化への心がけの徹底、深夜の入園は禁止（特に理由が

ある場合は管理者の許可を得る）、きれいなトイレ（管理が重要）、高校生用のルール、

管理人を常駐（トラブルの防止・予防、安心・安全）、デジタルサイネージ（電子看板も

しくはピクトグラム表示）

自然
水遊びができるところ、池、植物、緑、花壇、水辺、芝生や花、木、山（山の上でお昼ご

飯、そり、桜を見る）、森、虫取りが出来るところ（虫を取ったら同じ場所に逃がす）、

小川、鯉がいる池（エサやりができる、外国人も日本の鯉を観賞できる）

遊具
健康遊具、緩衝グリーンベルト道、ウェアラブル端末で歩数をカウントし、隣のクラッシ

ノマルシェで使えるポイントが貯まる仕組みの導入、アスレチックがほしい、遊具が大き

いもの、広いサッカー場、野球とサッカーを分けるフェンス、大人も遊べる遊具、トラン

ポリン、水分保配のため飲料水の自動販売機（外はダメ）、園内をあらゆる角度から見通

しができる、遮蔽物がない、安全である、日陰を作る程度の樹木、遊具の係員（土日だけ

でも）、（子供が困った場合に頼れる）管理人、ウォーキングコース、ゴール（サッカー、

バスケ）、防球ネットで囲まれた本格球技ゾーン、室内遊び道具、子供の自転車乗り練習

ができるスペース

ボランティア
ボランティア活動の場（地域のつながりを作る）、ボランティアで清掃したら、施設使用

料一回タダの仕組み、子供見守り隊、子供が子供を見る

動物
ふれあい動物園がほしい、犬の散歩もできるスペースがほしい、動物同士の交流会が出来

る場所、ペット専用ドッグラン、専用の水飲み場

防犯対策
きれいで明るい雰囲気、落ち葉、草木の手入れができている、夜間照明、、監視カメラ

その他
・ミスト噴水付き親水広場、大型パラソルパーゴラ（つる植物の棚）、交流会（赤ちゃん、

子供、若者、高齢者でチームを作って）、中央運動公園ではなく素敵なネーミングにする、

地元の人たちのための公園、日常でいろいろな使い方ができる、ウォーキングコース、健

康管理に役立つ施設、お祭りがありたい、バリアフリー

感想や所見
・インクルーシブな公園でみんなが幸せそうに時を過ごす素敵な空間ができ
そうな気がしてきました
・いろいろな意見を聞くことができてよかったです、新しい発見でした
・あらゆる年代が楽しく明るい心になれる公園
・ルールを「守らされる」から「楽しく参加する」安心な共存
・自分以外の人のことを考えるきっかけをなるのが公園なんだと感じた、社
会勉強、人間育成の場になればいいなと思う
・思い浮かべるのも楽しかったし、みんなで話したことも楽しかった、また
あったら来たいです、今日はとても楽しかったです。
・交流や災害時の避難場所がいいと思った



中央運動公園に欲しい要素とコンセプト （まとめ）

第2回目は中央運動公園が利用者から「選ばれる公園」となるべく、グループごとにどんな公園にしたいかの
「コンセプト」と公園に「欲しい要素」を出し合ってもらい、まとめていただきました。
その後更に、事前に参加者の方にお配りしていた3つのシールを、自分が良いと思った意見が書かれている付箋

に貼っていただきました。
その結果、以下の結果が導かれたので、ここでご紹介します。

以上の結果から、コンセプトとしては、誰もが「楽しく」そして「安心して利用できる」公園に需要がある傾

向にあることが分かりました。そして、必要とされている要素は「遊具」、「防災」、「休憩所」、「設備・建築
物」、「その他（祭り等）」に大別されました。

◎ギャラリーウォーク投票結果
良いと思った意見に参加者一人につき３票を投票していただき、その結果を集計した。結果は以下の通り。



その他【 公園整備に関するアンケート（小学生対象）やこんな公園があったらいいな選挙の結果など 】

公園整備に関するアンケート（小学生対象）結果

みんなで「投票体験」inカントリーパーク
こんな公園があったらいいな選挙結果

【 アンケートや体験選挙結果について 】
「どんな遊具や施設があったら公園を利用したいと思うか」という

趣旨の問いに対して、最も多かったものはシェルター（日よけ雨よけ
の休憩所）でした。次いで多かったものが、ブランコという結果でし
た。
今回のアンケートより、本市の小学生においては、休憩所とブランコ
の需要が高いという結果が得られました。
また、市民祭りにて実施された投票体験「こんな公園があったらい

いな選挙」においては、アスレチック遊具がある公園が他と圧倒的な
差をつけた結果となりました。
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